
おいしさを感じる味覚の基礎を築き上げる時期である 8）。
また、心身の健康や発達に直接的に関わり、さらには人
間形成にもつながっていくものである。そこで、幼児期
に食べることの楽しさや大切さを体験することが極めて
重要となる。幼児期の食育は、専ら家庭教育の事項とし
て考えられてきたが、現在では、幼児を取り巻く家庭生
活や社会生活の環境が変化し、家庭だけで食育を行うこ
とは難しくなってきた。そこで、幼児期の食育の担い手
として、幼児を保育し、一日の多くの時間を幼児ととも
に過ごしている幼稚園教諭の果たす役割が重要になって
きた。
　これらのことから本研究では、幼児の食育の担い手と
して役割を果たすことが求められている幼稚園での食育
の実態を明らかにするために、島根県及び鳥取県の全て
の国公私立幼稚園を対象にアンケート調査を実施し、食
育の目標や、園児に対する食育の内容や方法、保護者に
対する食育、教職員の食育研修の実施状況などについて
尋ねるとともに、それらの実態を踏まえて今後の課題に
ついて検討し、幼稚園における食育をより一層充実させ
ることを目的とした。

Ⅰ　緒　　言

　近年、我が国では、家庭生活や社会生活の変化により、
幼児を取り巻く食環境に大きな変化が起こっている。そ
の結果、幼児期の食生活には、朝食欠食、こ食、偏食、
肥満、咀嚼力の低下や生活習慣病の低年齢化など、種々
の課題が生じていることが指摘されるようになった 1） 2）

3） 4）。食べることは生きるための基本であり、幼児の健
やかな心身の成長・発達に欠かせないものである。これ
らのことを背景として、平成17年 6月に食育基本法が制
定され 5）、食育は生きるための基本であって、知育、徳
育及び体育の基礎となるべきものとして位置づけられ
た。さらに、平成18年 3月には食育推進基本計画が策定
され 6）、「学校、保育所等における食育の推進」の項の
中に、幼児期における食育の方向性や施策が具体的に示
され、幼児期から食育に取り組むことが明示された。
　このように、幼児期における食育の必要性が明確にさ
れたことから、平成20年 3月に改訂された幼稚園教育要
領 7）では、「第 2章　ねらい及び内容」の「健康」領域
において、「内容」と「内容の取扱い」のそれぞれに食
育に関する事項が新たに加えられ、幼児期から取り組む
食育の計画案が示された。
　幼児期は、その人の生涯にわたる食生活習慣の形成や、
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要　　　旨
　わが国では、家庭生活や社会生活の変化により、幼児の食環境が大きく変化してきており、幼児期においても様々
な食生活の課題が生じてきている。食べることは、生きるための基本であり、幼児の健やかな心身の成長・発達にとって、
極めて重要である。そのため、平成20年 3月に改訂された幼稚園教育要領では、食育に関する事項が新たに加えられ、
幼児期から食育に取り組むことになった。そこで、食育の担い手として果たす役割が重要になってきている幼稚園に
おける食育の実態と課題を明らかにするため、島根県及び鳥取県の全ての国公私立幼稚園を対象にアンケート調査を
実施した。
　幼稚園で食育の全体計画や目標を設定しているのは約1/3にとどまり、また食育の主担当者を決めているのは、約半
数であった。子ども達に対しては、給食、弁当の時間や野菜の栽培などを通して、健康な心身・食習慣の形成や食べ
る喜びや楽しさを味わうことなどを目標にして、積極的に実施されていた。その内容は、友達や先生と一緒に食べる
ことを楽しむ、食べるときの姿勢・マナーなどに関することを重視するものであった。
　このように、いわゆる実践先行型といえるような取り組みが行われており、さらに教員研修を工夫するなど、取り
組みの体制についての充実が求められる。
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で食べようとする気持ちが育つようにするには、食べ物
への興味や関心を高める活動も重要である。例えば、子
どもは栽培を通して野菜に親しみを感じ、日頃は口にし
ようとしないものでも、栽培した野菜はおいしいと感じ
ることが多い10）。また、教師とともに簡単な料理をした
り、教師の手伝いをしたりすることにより、その食べ物
を食べたいという気持ちが高まる11）。農家などの地域の
人々との交流によって食べ物への関心が高まることもあ
る。幼児の身近に食べ物があることにより、幼児は食べ
物に親しみを感じ、興味や関心をもち、食べてみたいも
のが増え、進んで食べようとする気持ちが育つのである。
さらには、地域や保護者の協力を得ながら食べることに
かかわる体験を通じて、幼児なりに食べ物を大切にする
気持ちや、食べ物を準備してくれる人々への感謝の気持
ちが自然と芽生えていくことにもつながるものである。
　なお、食生活の基本はまず家庭で育まれることから、
家庭との連携は必要欠くべからざるものである。併せて、
望ましい食習慣の形成には、基本的な生活習慣の形成に
も大きく関わるものである。幼児が、食べることに楽し
さや満足感を感じるには、十分に体を動かして遊び、食
べる時には腹がすいているというような、健康的な生活
リズムを身に付けることが重要である。
　以上のように、幼稚園教育要領では、幼児の健康な心
と身体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養
うために、先生や友達と食べることを楽しむことが幼児
にとって必要な経験であるとされている。その中で、食
べる喜びや楽しさを味わったり、食べ物への興味や関心

Ⅱ　幼稚園教育要領における食育の位置づけ

　平成17年 6月の食育基本法の制定や、保育現場におけ
る食育の重要性の高まり 9）を受けて、平成20年 3月に
改訂された幼稚園教育要領には、食育に関する事項が追
加された。食育については、「第 2章　ねらい及び内容」
の「健康」領域において、下記のように記されている。
　まず、今回の改訂で、「 2　内容」においては、第 5

項に「先生や友達と食べることを楽しむ」という内容が
追加された。そして、「 3　内容の取り扱い」では、第
4項に「健康な心と体を育てるためには食育を通じた望
ましい食習慣の形成が大切であることを踏まえ、幼児の
食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で教師や他
の幼児と食べる喜びや楽しさを味わったり、様々な食べ
物への興味や関心をもったりするなどして、進んで食べ
ようとする気持ちが育つようにすること。」とされてお
り、食育の重要性が強調されている。
　また、幼稚園教育要領解説の中では、食べることは健
康な心と身体に欠くことのできないものであり、生涯に
わたって健康な生活を送るためには望ましい食習慣の形
成に欠かせないとされている。幼児期には、言うまでも
なく食べる喜びや楽しさ、食べ物への興味や関心を通し
て、幼児自ら進んで食べようとする気持ちが育つように
することが重要である。幼児が食べる喜びや楽しさを感
じられるようにするには、幼稚園での様々な機会を通し
て、幼児がみんなで食べるとおいしいという体験を積み
重ねていくことが大切である。そして、幼児が自ら進ん

表１　幼稚園教育要領
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育の目標がない」園は、79園で69.3％を占めた。食育の
目標設定についても、全体計画や年間計画の策定と同様
に、「食育の目標がある」園は約30％にとどまり、「食育
の目標がない」園が、目標がある園の 2倍以上存在する
結果になった。これらの結果から、各園では日々の保育
の中で食育を行っていても、現状では食育単独での目標
は設けないで実践するという、実践先行型の園が多いと
いえる。
⑵園における食育の具体的な目標
　「園における食育の目標がある」と回答した35園に、
具体的な食育の目標を自由記述によって尋ねた。各園が
様々な目標を複数にわたって記していたので、それらの
目標を、幼稚園教育要領に示された内容をもとに分類す
ることにした。すなわち、平成20年 3月に改訂された幼
稚園教育要領において、「健康」領域の「内容の取扱い」
の項に、「健康な心と体を育てるためには食育を通じた
望ましい食習慣の形成が大切であることを踏まえ、幼児
の食生活の実情に配慮し、和やかな雰囲気の中で教師や
他の幼児と食べる喜びや楽しさを味わったり、様々な食
べ物への興味や関心をもったりするなどし、進んで食べ
ようとする気持ちが育つようにすること」と記されてい
る。このことを踏まえて、園における食育の目標を

1．「健康な心身・食習慣の形成」に関する目標、
2．「食べる喜びや楽しさを味わうこと」に関する目標、
3．「食べ物への興味や関心をもつこと」に関する目標、
4．「食べ物や食にかかわる人々への感謝の気持ちや
命を大切にする気持ちをもつこと」に関する目標、

に設定した。そして、各園で記述された目標をこの 4つ
の目標に分類分けをして、示したのが表 2である。
　 1つ目は、「健康な心身・食習慣の形成」に関する目
標である。調査の結果、園において食育の実際の目標と
しているものの中で、これに当てはまるものとしては、
「望ましい食習慣を育て、バランスのとれた食事ができ
る」、「おなかがすくリズムのもてる子どもを育てる」、「好
き嫌いをなくし、健康な体と心を育てる」等であった。
これらの「健康な心身・食習慣の形成」に関する目標は、
「食育の目標がある」と答えた園のうち、60.0％を占めた。
　 2つ目は、「食べる喜びや楽しさを味わうこと」に関
する目標である。この目標に当てはまるのは、「教師や
友だちと食べる喜びを味わう」、「みんなと一緒に食べる
ことを楽しむ」、「楽しい給食の時間にする」等であった。
また、「みんなと一緒に気持ちよく食べるためのマナー
を身に付ける」等、楽しく食べるための食事のマナーや、
食事の準備と片付けについての目標も、「食べる喜びや
楽しさを味わう」ことに関する目標としてとらえた。こ
れらの、「食べる喜びや楽しさを味わう」ことに関する
内容は、62.9％の園の目標に含まれ、最も多いものであ
った。
　 3つ目は、「食べ物への興味や関心をもつこと」に関
する目標である。これに当てはまる目標には、「みんな
で作った野菜を食べてみよう」、「栽培、飼育、食事など
を通して、食に対する興味や関心をもつ」、「いろいろな

をもったりすることを通じ、幼児が進んで食べようとす
る気持ちが育つようにするために、食育が重要であると
強調されているのである。

Ⅲ　研究方法

１．調査対象
　島根・鳥取両県の全ての国公私立の幼稚園計146園を
対象とした。その内、114園から回答が得られた。回収
率、有効回収率ともに78.1％であった。内訳は国公立幼
稚園が86園で75.4％、私立幼稚園が28園の24.6％であり、
両者を合わせて、計114園の実態を分析の対象とした。

２．調査方法
　質問紙法によるアンケート調査を郵送により行った。

３．調査時期
　平成23年 8月。

４．調査内容
　調査内容は、各園における食育の目標、園児に対する
食育の内容や方法、保護者に対する食育、教職員の食育
研修の計画、栽培活動の実施状況や給食の実施状況など
であった。

Ⅳ　研究結果及び考察

１．食育の全体計画や年間計画の策定
　まず、各園で食育に取り組むための体制を明らかにす
るため、全体計画や年間計画を策定しているかどうかに
ついて尋ねた。
　結果の図示は省くが、「食育の全体計画や年間計画が
ある」と答えた園は、分析対象の114園中36園で31.6％、
逆に「全体計画や年間計画がない」園は78園の68.4％で
あった。今回の調査結果では、「食育の全体計画や年間
計画がない」という園が、「食育の全体計画や年間計画
がある」という園の 2倍以上を占めた。
　これらの結果から、各園で食育を行うにあたって全体
計画や年間計画を作成した上で食育を行っている園は、
調査の段階ではまだ少なく、全体計画や年間計画を十分
に立てないで食育を行っているのが実態で、多くの園で
実践先行型の取り組みになっていると言えよう。言うま
でもなく、食育の全体計画や年間計画は、実践する際の
枠組みになるものであり、実践の成否を決するものであ
る。したがって、策定していない園では、計画を早急に
策定することが何よりも重要である。

２．食育の目標
⑴園における食育の目標設定
　次に、各園における食育の目標設定について尋ねた。
この結果についても、図示することは省略した。
　「食育の目標がある」と答えた園は、35園で30.7％、「食
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数が最も多く、はしの持ち方、あいさつ、手洗い・うが
いや歯磨き、食事の準備や片付けなど、食に関わる基本
的生活習慣についてであった。また、今回の調査では、「食
べ物の名前や旬」、「食べ物とからだとの関係」、「食べ物
の栄養・はたらき」、「 3色食品群」といった、食に関す
る知識を主とした内容は、幼稚園での食育の内容として
はあまり取り上げられていないことが明らかになった。
　以上のような結果から、幼稚園での食育は、「友だち
や先生と一緒に食べることを楽しむ」ことや「栽培活動」、
「調理体験（クッキング）」といった幼児が実践的な活動
を通して、食べ物や食べることに興味や関心をもつ内容
が重視されているといえる。そして、「食べるときの姿勢・
マナー」や「好き嫌いをなくす・減らす」ことなど、基
本的生活習慣であり、幼児の毎日の生活の中で身近な食
事に直接かかわることや、食事を通して実践できること
が食育として多く行われていると考えられる。嫌いな食
べ物を減らし、好きな食べ物を増やしていくことは、食
べる楽しみや、食べ物への興味を広げていくことにつな
がるものであり、幼児のその後の生活においても大切な
ことであると考える。「食べ物の名前や旬」、「食べ物の
栄養・はたらき」等の知識的な内容は幼児にとっては少
し難しいものであるが、食べることを楽しみ、興味をも
つことを基本とし、その上で扱うものとして捉えられて
いると考えられる。
　このような園児に対する食育の内容について、給食を
実施している園と実施していない園（弁当の園）に分け
て集計したところ、「食べるときの姿勢・マナー」、「好
き嫌いをなくす・減らす」の項目で、両者の間で違いが
見られた。すなわち、「食べるときの姿勢・マナー」の
項目については、給食を実施している園が60.0%である
のに対し、給食を実施していない園では25.0％であった。
また、「好き嫌いをなくす・減らす」の項目は、給食を
実施している園が46.7％であるが、給食を実施していな
い園（弁当の園）では、25.0%であった。食べるときの
姿勢については、給食がある場合の方が、園児全体に指
導がしやすいことや、給食の時間には、マナーやルール
がより必要になるものと考えられる。好き嫌いについて
も、給食の場合、弁当のように一人ひとりに合わせたも
のではないため、好き嫌いが現われやすいので、指導が
より必要になるであろう。

種類の食品に親しむ」等であった。分類の結果、これら
の「食べ物への興味や関心をもつ」ことに関する内容が、
51.4％の園の食育の目標に含まれていた。
　 4つ目は、「食べ物や食にかかわる人々への感謝の気
持ちや命を大切にする気持ちをもつこと」に関する目標
である。実際に園における食育の目標とされているもの
の中で、これに当てはまるのは、「感謝して食べる」、「食
事に関わる人やものへの感謝の気持ちをもつ」、「食べ物
を大切にし、感謝する心を育てる」、「菜園活動を通して
命の大切さに気づき、感謝の気持ちを育てる」などであ
った。これらの、「食べ物や食にかかわる人々への感謝
の気持ちや命を大切にする気持ちをもつ」ことに関する
ものは、28.6％の園の食育の目標に含まれており、上記
の 3つの目標と比較するとほぼ半分の割合を占めるに過
ぎなかった。
　以上のように、幼稚園における実際の食育の目標につ
いて、その内容からみて大きく 4つに分けて述べてきた
が、各目標に該当するとした例示以外のものも、これら
4つ目標に分類することができた。各園では、幼稚園教
育要領に示されたことにしたがって、目標を設定してい
ることが分かった。そして、感謝の気持ちや命を大切に
する気持ちをもつことを除いては、半数以上の園で目標
に設定してあり、重視しているといえる。
　また、多くの園ではその目標を、 1つではなく複数設
けており、これらのことからも幼稚園における食育の目
標は、幼稚園教育要領に記されていることをしっかりと
踏まえて考え、決められていることが分かった。

３．園児に対する食育の内容
　園児に対する食育の内容については、これまでに食生
活や食育の内容として調査されたもの12）を参考に25項目
を取り上げ、それぞれの園で実施している主なもの 5つ
を選択し回答してもらい、まとめた結果を表 3に示した。
　園児に対する食育の内容として、最も多かったのは、
「友だちや先生と一緒に食べることを楽しむ」ことで、
78.1％であった。次いで「栽培活動」が62.3％、「食べる
ときの姿勢・マナー」は52.6％であり、これらの内容は
半数以上の園で取り上げられていた。「好き嫌いをなく
す・減らす」と「調理体験（クッキング）」はともに42.1

％であり、「感謝の気持ちを育てる」が34.2％であった。
この他、10～20％台の割合で取り上げられている内容の

表２　園における食育の目標の分類
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も多くの園で使われていると考えられる。
　また、平成20年 3月に改訂された幼稚園教育要領解説
では、健康領域の内容の取り扱いにおいて、「幼児期には、
食べる喜びや楽しさ、食べ物への興味や関心を通じて、
自ら進んで食べようとする気持ちが育つようにすること
が大切である」と記されている。そのために、幼児がみ
んなで食べるとおいしいという体験を積み重ねていくこ
とや、自ら進んで食べようとする気持ちが育つように食
べ物への興味や関心を高める活動が大切であるとされて
いる。食べ物への興味や関心を高める活動の例としては、
野菜などを育てることや教師とともに簡単な料理をする
ことなどが挙げられている。
　今回の調査において、園児に対する食育の方法として
多くの園で実施されていた栽培活動、調理体験、一緒に
食事をすることなどは、幼児にとっての食育にふさわし
い方法であり、幼稚園教育要領において推奨する方法で
もある方法においても幼児に適する多様な方法が用いら
れ、豊かな食育を実践できるような工夫がさらに求めら
れる。

４．園児に対する食育の方法
　では、どのような方法で指導されているのか、園児に
対する食育の方法について尋ねた結果を示したものが、
表 4である。
　最も多かったのは、「栽培活動」99.1％で、分析の対象
とした114園中113園で実施されていることが分かった。
次いで、「調理体験」90.4％、「一緒に食事をする」90.4

％、「お話」86.0%、「絵本」81.6％という結果であった。
「その他」としては、「行事の活用」、「エプロンシアター
やパネルシアター」、「給食センターの見学」や「親子ク
ッキング」などの回答が多いものであった。
　これらの結果から、園児に対する食育の方法としては、
栽培活動や調理体験といった幼児が実際に体験すること
を通して、楽しみながら食べ物について興味をもったり、
学んだりすることができるものが重視されていると考え
られる。そして、保育者が子どもたちと一緒に食事をす
ること、子どもたちにとっても友だちと一緒に食事をす
ることも、幼児にとっては大切な食育の場として捉えて
いる。「お話」や「絵本」は、子どもたちにとって日々
の生活の中でごく身近なものであるので、食育を行う際

表３　園児に対する食育の内容
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置の場合には、健康や食に直接的に関わる職員がいずれ
にも含まれており、食育の推進の推進上、よい組み合わ
せであると思われる。

６．教職員の食育研修
　表 6は、各園の教職員の食育研修の実施状況について
尋ねた結果を示したものである。
　食育研修の実施方法として最も多かったのは、「市内・
県内で実施される研修会に参加する」の68.4％であった。
次いで、「園内で独自の研修会を実施する」16.7％、「県
外で実施される研修会に参加する」7.0％という結果であ
った。「その他」としては、「日々、資料を読んだり、試
作をしたり、生活の中に手作りのものを増やすことを心
がけている」、「地区大会で、日頃の取り組みを研究発表
をした」、「地区の園が集まり、共同して取り組んでいる」
という回答などであった。また、市内・県内の研修会と
園独自の研修会の両方を計画している園（14園）や、市内・
県内の研修会と県外での研修会の両方を計画している園
（ 6園）、市内・県内の研修会及び園独自の研修会及び県
外での研修会を計画している園（ 1園）などがあった。
　このように、食育研修を積極的に実施している園があ
る一方で、食育研修を「実施していない」園が23.7％あ
るという結果であった。
　以上のことから、食育研修を実施していない園と無回
答の園を除いた約70％の園では、様々な方法でもって、
職員の食育研修を行っているということが分かった。食
育研修を実施している園の中には、複数の研修を実施し
ている園も多くあることから、食育研修を行っている園
は、積極的に食育について学んだり研究したりしている
と考えられる。これらのことから、教職員の食育研修を
実施している園と実施していない園では、園における食
育への取り組み方にも影響が生じるものと考えられる。

５．食育の主担当者
　園の中で、食育の主担当者は誰であるかについて尋ね
た。
　まず「食育の主担当者が決まっている」園は57.0％、「食
育の主担当者が決まっていない園」が43.0％であった。
本調査では、食育の主担当者が決まっている園の方が若
干多いという実態であった。
　次に、園での食育の主担当者は誰かについて、表 5よ
りみると、最も多かったのは、「担任教諭」の40.0％、次
いで、「副園長・教頭」と「養護教諭」がともに21.5％、
「調理員」が9.2％であった。これらの結果から、園児と
一緒に過ごす時間が最も長い担任教諭や、園児全体に対
して話をする機会が多かったり、管理・運営の責任者で
あったりする園長や副園長などが食育の主担当者となっ
ている場合が多いと考えられる。また、養護教諭、栄養
士や調理員など健康や直接に食に関わる職員がいる園で
は、彼らが主として食育を担当したり、園長や副園長、
担任教諭と連携したりして食育を担当するケースが多い
ことが明らかとなった。なお、今回調査を行った園では、
養護教諭は国公立幼稚園にのみ置かれていた。したがっ
て、幼児の健康や食生活管理の重要性という観点からす
ると、養護教諭の配置が、さらに求められる重要事項と
なる。「その他」として挙げられていた食育主担当者は
そう多くはなかったが、「統括（主任）教諭」や「給食
担当教諭」であった。
　食育の主担当者が複数いる園での組み合わせは、「園
長と調理員」（ 1園）、「副園長・教頭と調理員」（ 2園）、
「副園長・教頭と担任教諭と調理員」（ 1園）、「担任教諭
と養護教諭」（ 1園）、「担任教諭と栄養士」（ 1園）、「担
任教諭と調理員」（ 1園）という実態であった。複数配

表４　園児に対する食育の方法

表５　食育主担当者の内訳
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幼稚園は、「おおむね把握している」と答えた園が50.0％、
「あまり把握していない」または「把握していない」園
が50.0％と、園児の家庭における食生活習慣について把
握している園と把握していない園が半数ずつに分かれる
結果となった。
　幼稚園での食育はやはり家庭との連携が重要であるの
で、園児の家庭での食生活習慣をいかにして把握するか
が、課題となる。

８．保護者に対する食育
　幼稚園で園児に対する食育を実践する際には、家庭と
連携して取り組むとともに、保護者に対しても積極的に
食育を行うことが重要である。そこで、保護者に対する
食育について尋ね、結果を表 8に示した。
　最も多かったのは、「園だよりや学級通信に食育の内
容を記載する」と「給食の献立表の配布」であり、76.3

％の園で実施されていた。次いで、「給食の試食」72.8％、
「栄養士等による食育についての講話」51.8％、「親子ク
ッキング」43.9％という結果であった。「その他」として
は、「朝食の大切さについて機会あるごとに話す」、「弁
当作り講習会」、「弁当公開日」、「保護者向けの料理教室」
などがあった。
　これらの結果から、保護者に対する食育は多くの場合、
園や学級の便りや給食の献立表といった配布物や、保護
者向けの講話などを通して行われていることが分かっ
た。幼稚園において、保護者に向けた便りは、保護者に
園や学級での活動を知ってもらい、保護者とのつながり
をもつために大切なものである。その便りが、保護者に

７．園児の家庭における食生活習慣の把握状況
　幼稚園が園児の家庭における食生活習慣を把握してい
るのか、その把握状況について尋ねた結果が表 7である。
　全体的にみて最も多かったのは、「おおむね把握して
いる」の57.0％で、次いで、「あまり把握していない」
28.1％、「把握している」7.0％、「把握していない」4.4％
であった。このことから、 6割以上の園が、園児の家庭
における食生活習慣について、把握またはおおむね把握
した上で、日々の保育や食育を行っていることが理解で
きた。
　このことは、多くの幼児にとって、幼稚園は家庭から
出て初めて体験する集団生活の場であり、幼稚園での生
活が、幼児の家庭での生活経験を踏まえて営まれること
が大切であることや、幼児が家庭でも園でも生活の中で
まだ大人の援助を必要とする存在であることに由来する
と考えられる。日々の保育や食育を行っていく上で、園
児の家庭における食生活習慣を把握しておく必要性が高
いものと考えられる。
   その一方で、園児の家庭における食生活習慣について
あまり把握していない園も約30％程度あるという結果で
あった。これは、園児の家庭における食生活習慣につい
て把握する必要性を感じていても、実際に把握すること
の難しさを示していると考えることもできる。
　また、園児の家庭での食生活習慣の把握状況を国公立
幼稚園と私立幼稚園に分けてみると、国公立幼稚園では、
「把握している」または「おおむね把握している」と答
えた園が68.6％、「あまり把握してない」または「把握し
ていない」園が25.6％という結果であった。一方、私立

表７　園児の家庭における食生活習慣の把握状況

表６　教職員の食育研修
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ゅうり」80.3％、「ピーマン」75.2％であった。
　「トマト」は、ミニトマトなど園児が一人一鉢で育て
ることができることや、鉢で育てられるので畑がない場
合にも栽培が可能であることなどから栽培している園が
多くなったと考えられる。また、「さつまいも」は、育
てやすく、いも掘りを楽しんだり、収穫後には、焼きい
も、さつまいもを使った料理作り、製作活動などをした
り、さまざまな利用法があることなどから、高い割合に
なったものと考えられる。トマトやさつまいも以外にも、
比較的簡単に育てることのできる野菜が、多くの園で栽

対する食育のためにも活用されていると考えられる。食
育だよりの配布という単独の形式のものは、約 3割の園
にとどまっており、園や学級の便りの中で、食育の内容
も扱うという形が多数であるといえる。
　また、給食の試食や親子クッキングなど、保護者が実
際の食事を味わったり、体験したりできるものも多かっ
た。これらは、保護者に園児が普段食べている給食を試
食してもらったり、親子クッキングを行ったりすること
が、保護者の食への関心を高めることや、家庭での食生
活について振り返るきっかけづくりにつながるものとし
て重視されているのだと考えられる。
　また、保護者に対する食育として、給食に関係するも
のは、給食を実施している園でしか実施できないが、給
食を実施していない園（弁当の園）でも、「その他」の
回答にあるように「弁当作り講習会」、「弁当公開日」な
どの工夫が見られた。このように、それぞれの園の状況
に応じて工夫しながら食育を行っていくことが必要であ
る。

９．栽培活動について
⑴栽培活動の実施状況
　各園における栽培活動の実施状況の回答をみると、栽
培活動を「実施している」と答えた園が114園中113園で
99.1％、「実施していない」園が 1園で0.9％という結果
であった。この結果から、ほぼすべての幼稚園で栽培活
動が実施されていることが分かった。
⑵栽培しているもの
　園で何を栽培しているかについて、栽培活動をしてい
る園に尋ねた結果を表 9に示した。選択肢の中から各園
で栽培しているものについての回答を求め、選択肢にな
いものについては、「その他」の欄に記入してもらった。
　園で栽培しているものの中で最も多かったのは、「ト
マト」の95.6％で、栽培活動を実施している113園中108

園で栽培されていた。次いで、「さつまいも」90.3％、「き

表８　保護者に対する食育

表９　園で栽培しているもの
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の交流にも活かされたりしており、栽培したものが様々
な方法で有効活用されていることが分かった。
　なお、「給食の材料として使う」は、給食を実施して
いる園でなければできないため、25.7％と他の項目に比
べて低い割合であった。また給食を実施していても、自
園で調理していない場合は難しいと考えられる。

10．給食について
⑴給食の実施状況
　給食の実施状況について尋ねたところ、「実施してい
る」と答えた園が114園中90園で78.9％、「実施していない」
園が24園で21.1％という結果であった。また、国公立と
私立別では、国公立幼稚園は給食を「実施している」園
が74.4％、「実施していない」園が25.6％であり、私立幼
稚園は給食を「実施している」園が92.9％、「実施してい
ない」園が7.1％であった。
　全体で約80％の園が給食を実施していたが、国公立よ
りも私立幼稚園の方が実施率は高かった。給食がなくて
弁当というのは保護者にとって負担感があり、自由意思
で園を選択する私立幼稚園においては、自ずと給食を提
供する園が多くなるものと考えられる。
⑵給食の調理形態
　給食を実施している園に調理の形態について尋ねた。
給食を「自園」で調理している園が、給食を実施してい
る90園中19園で21.1％、給食センターなどの「外部」で
調理されたものである園が71園で、78.9％という結果で
あった。今回分析対象とした園では、給食を「自園」で
調理している園は 2割にとどまり、約80％の園が「外部」
で調理されたものであることが分かった。特に公立では
対象となる園の数が多いので、経費節減やアレルギー対
応の除去食の調理など、給食への要求が多様化しており、
様々な要求に応えるために、センター方式での調理形態
が進められているものと思われる。私立幼稚園では自園
で調理しているケースが多く、給食を園の特色の 1つに
していることが考えられる。
⑶給食の時間における食育
　給食を実施している園に、給食の時間に実施している
食育について尋ねた。その結果を表11に示した。
　最も多かったのは、「食事のマナーについて」の90.0

％で、給食を実施している90園中81園で実施されてい

培されていた。
　「その他」として何が栽培されているのかを、自由記
述で求めた。、最も多かったのは、「かぼちゃ」の21.2％
で、次いで、「オクラ」17.7％、「ゴーヤ」16.8％、「落花生」
15.9％という結果であり、30種類以上が栽培されていた。
　これらの結果から、それぞれの園で、様々な種類の野
菜が栽培されているということが分かった。栽培活動は
1園を除くすべての園で実施されているが、実際に栽培
されているものは、それぞれの園が工夫しながら栽培活
動を行っていることが分かった。
⑶栽培したものの利用方法
　表10は、栽培活動を実施している園に、園で栽培した
ものの収穫後の利用方法について尋ねた結果を示した。
　最も多かったのは、「園で食べる」の96.5％で、栽培活
動を実施している113園中109園が回答した。次いで「園
児が調理する」90.3％、「絵を描く、製作をする等、保
育に利用する」と「園児が家に持ち帰る」が71.7％とい
う結果となった。「その他」としては、「交流活動でふる
まったりクッキングをしたりする」、「親子で試食会をす
る」、「行事の時の食材として利用」、「地域の人と一緒に
食べる」等があった。
　これらの結果から、園で栽培したものは90％以上の園
で、園児が食べているということが分かった。そして、
ただ食べるだけでなく、栽培した野菜を調理して食べる
ことも行われており、園児に対する食育に活かされてい
た。幼児にとって、自分たちが一生懸命育てた野菜や果
物は、普段食べているものよりも、さらにおいしく感じ
られるものである。育てることを通して、育てているも
のに対して愛着をもつようになるのである。さらに、一
生懸命育てた野菜を使って、先生や友だちと一緒に調理
をして食べれば、おいしさやうれしさ、楽しさはさらに
増すものである。自分たちで育てたものをおいしく食べ
るという体験は、野菜を好きになったり、さらには食べ
物や食べることへの興味や関心を高めたりすることにも
つながると考えられる。以上のようなことから、園で栽
培したものの利用法として、園で食べることや、園児が
調理することが多くなったと考えられる。
　食べることのほかにも、絵を描いたり製作をしたりと
いう活動に使われたり、園児が家に持ち帰ったり、「そ
の他」の中の回答にあったように保護者や地域の方々と

表10　栽培したものの利用方法
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事の前後のあいさつ」の96.2％で、弁当を実施している
園（給食と弁当の両方を実施している 2園を含む）26園
中25園で実施されていた。次いで、「感謝の気持ちをも
って食べること」92.3％、「食事のマナーについて」84.6

％という結果であった。「その他」には、「楽しく食べる
こと」、「好き嫌いなく食べること」等があった。弁当の
時間の食育として実施されていたのは、給食の場合と同
様に、食事の準備や片付け、あいさつ、食事のマナーと
いった弁当の時間の一連の流れの中や、食事をしながら
でも園児が身につけることができる内容であった。また、
弁当の時間においても、園児が感謝の気持ちをもって食
べたり、先生や友だちと楽しく食べたりするなど、給食
を通して、園児の心を育てることが大切にされていると
考えられる。
　また、「一定の時間内に食べること」については、給
食の場合でも弁当の場合でも、特に就学前の年長児にお
いて、小学校での給食時間を考慮して、意識的に実施さ
れているといえる。

11．園における食育の特色や工夫
　今回のアンケート調査を依頼した幼稚園に、園におけ

た。次いで、「食事の準備や片付けをする」88.9％、「食
事の前後のあいさつ」87.8％、「その日の献立を説明する」
82.2％、「感謝の気持ちをもって食べること」80.0％とい
う結果であった。「その他」には、「楽しく食べること」、「箸
の持ち方の指導」、「当番活動」、「よく噛んで食べること」
等があった。
　これらの結果から、給食の時間の食育としては、食事
のマナーや準備や片付け、あいさつなどの給食の時間の
一連の流れの中や、食事をしながら園児が身につけるこ
とができる内容のものが多く実施されていた。給食は、
基本的にすべての園児が同じ献立であることを活かし
て、その日の献立について説明することで、園児が、自
分が食べるものについて知ったり、興味をもったりする
ことができるようにしていると考えられる。
　また、園児が感謝の気持ちをもって食べたり、先生や
友だちと楽しく食べたりするなど、給食を通して、園児
の心を育てることも大切にされていると考えられる。
⑷弁当の時間における食育
　弁当の園で実施している食育について尋ねた。その結
果を表12に示した。
　最も多かったのは、「食事の準備や片付けをする」と「食

表11　給食の時間の食育

表12　弁当の時間の食育
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幼稚園教育要領に示された内容などを踏まえたものであ
った。
　さらに、園における食育の特色や工夫をより明確にす
るため、自由記述の内容を、質的・量的両面の技法を用
いた「内容分析」が可能であるソフトフェア（トレンド
サーチ2010）を用いて単語（キーワード）抽出を行った。
抽出した単語の重要度を出現頻度やばらつきによって算
出し、また、単語間の関連度に応じて平面上にマッピン
グして分析を行った。この結果を図 1に示した。
　この重要キーワードマッピングにおいて、「栽培」と
いう用語を中心にして考えると、「栽培」は、「野菜」、「収
穫」、「調理」という用語と強く結び付いている。そして、
「調理」については、「食べる」という用語とも強く結び
付いている。これらのことから、幼稚園において、野菜
を栽培し、収穫し、収穫した野菜を調理して食べるとい
う一連の流れが、一つの食育活動となっており、多くの
園で、園における食育の特色や工夫であると捉えている
ものと考えられる。また、園児が野菜を栽培することを
通して、楽しみながら栽培し、収穫の喜びを味わったり、
季節ごとに、栽培した野菜そのものの味を味わったりす
ることが大切にされていると考えられる。
　次に、「食育」という用語を中心にして考えると、「食育」
は、「保護者」、「保育」、「おやつ」という用語と強く結
び付いている。これらのことから、保護者に対する食育
や、保育を通した園児への食育が重視されていると考え
られる。「おやつ」については、誕生会のおやつや預か
り保育のおやつなど、手作りのおやつを園における食育
の特色や工夫として上げている園が多かったため、「食
育」と強く結び付いていると考えられる。そして、「食育」
は、「給食」という用語とも結びついており、給食を通
して園児に対する食育や、給食の試食による保護者や家
庭への意識づけが行われていた。
　「米」という用語を中心にして考えると、「米」は、「田
植え」、「餅つき」、「協力」、「作り」という用語と強く結
びついている。これは、地域の人などの協力を得ながら、
田植えから収穫までの米の栽培、収穫した米を使って餅

る食育の特色や工夫について、自由記述で回答を求めた。
　その結果を分析したところ、各園から食育の特色や工
夫として挙げられたものを、Ⅳ― 2で述べた園における
食育の目標を踏まえて分類すると、「食や食べ物への興
味や関心をもつ」ことに関するものが多く、この目標に
関してさまざまな活動や取り組みが行われていた。これ
はさらに、「園児の食や食べ物への興味や関心を高める
活動や取り組み」と、「保護者の食への興味や関心を高
める活動や取り組み」の 2つに分けて考えることができ
た。
　まず、「園児の食や食べ物への興味や関心を高める活
動や取り組み」としては、無農薬合鴨農法による米作り
体験や、行事食や地域の伝統食を味わう活動、園児が育
てた野菜などを使った調理体験、旬の食材を取り入れた
料理を味わう活動などであった。これらの活動は、誕生
会などを利用して、園児が楽しみながら食べ物への興味
や関心をもつことができるように工夫されていた。また、
米作りや地域の伝統食を味わう活動などは、園だけで行
うのではなく、地域の人々の協力を得ながら実施されて
おり、園児が食べ物への興味や関心を持つこととともに、
地域の人々との交流の場としても活かされていた。
　次に、「保護者の食への興味や関心を高める活動や取
り組み」としては、給食の試食や食育の講演会、弁当レ
シピの紹介、親子クッキングなど、さまざまな形態で実
施されていることが分かった。園の一角に食育コーナー
を設け、園での食育活動を写真や掲示で保護者に伝えた
り、職員が研修会で学んだことを保護者に伝えたりして
いる園もあった。また、園児や保護者に向けた「食や食
べ物への興味や関心をもつ」ことに関する活動や取り組
み以外としては、園児のアレルギーへの対応や、食べ物
や食にかかわる人々への感謝の気持ちを育てることが、
園における食育の特色や工夫として挙げられていた。
　これらのことから、それぞれの園が工夫し、特色を出
しながら食育活動を行っており、それらは、楽しみなが
ら体験することを通して、食や食べ物への興味をもつこ
とや、感謝の気持ちを育てることなど、食育の目標や、

図１　各園における食育の特色や工夫
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などであった。また、「副園長・教頭及び調理員」、「担
任教諭及び養護教諭」など食育の主担当者が複数いる園
もあり、教職員間で連携を取りながら食育を行っている
と考えられる。
　 3．各園の園児の家庭における食生活習慣の把握状況
については、「おおむね把握している」が過半数であった。
　保護者に対する食育としては、「園だよりや学級通信
に食育的内容を記載する」、「給食の献立表の配布」、「給
食の試食」、「栄養士等による食育についての講話」や「親
子クッキング」などであり、園や学級の便りや給食の献
立表といった保護者への配布物や、保護者向けの講話な
どを通してよく行われていることが分かった。
　 4．幼稚園における食育の担い手である教職員の食育
研修は、最も多かったのは「市内・県内で実施される研
修会に参加する」、次いで「園内で独自の研修会を実施
する」、「県外で実施される研修会に参加する」の順であ
った。その一方で、食育研修を「実施していない」園が
約1/4あり、教職員の食育研修を実施している園と実施
していない園で、取り組みに大きな差が見られた。
　 5．栽培活動については、ほぼ全部の園で行われてい
た。栽培しているものは、「トマト」、「さつまいも」、「き
ゅうり」がトップ 3であった。これら上位のものをはじ
めとして、比較的簡単に育てることのできるものが、多
くの園で栽培されていた。また、収穫後は、園で食べる、
園児が調理をする、絵を描くなど保育の中で使用するな
ど、さまざまな形で利用されていた。
　 6．幼稚園での給食は、実施している園が約80％であ
った。また、給食を実施している園と実施していない園
（弁当の園）に、それぞれ給食や弁当の時間に実施して
いる食育は、「食事のマナーについて」、「食事の準備や
片付けをする」、「食事の前後のあいさつ」、「感謝の気持
ちをもって食べること」が、両方に共通して多く行われ
ていることであった。これらの結果から、給食の時間や
弁当の時間における食育としては、食事のマナーや、準
備・片付け、あいさつなどの給食の時間の一連の流れの
中や、食事をしながら園児が身につけることができる内
容のものが多く実施されていると考えられる。また、園
児が感謝の気持ちをもって食べたり、先生や友だちと楽
しく食べたりするなど、給食を通して、園児の心を育て
ることも大切にされていると考えられる。
　 7．各園における食育の特色や工夫については、自由
記述により多くの回答が得られた。その結果を分析した
ところ、「食や食べ物への興味や関心をもつ」ことに関
してさまざまな活動や取り組みを行っている園が多かっ
た。それぞれの園が工夫し、特色を出しながらさまざま
な食育活動を行っており、それらは、楽しみながら体験
することを通して、食や食べ物への興味をもつことや、
感謝の気持ちを育てることなど、園における食育の目標
や、幼稚園教育要領に示された内容などを踏まえたもの
になっていた。
　以上のような結果から、幼稚園における食育は幼稚園
教育要領に食育が明記されてから、短期間で実践される

つきをするまでの一連の活動が、園児に対する食育とし
て実施されていることを表していると考えられる。そし
て、米の栽培を通して、園児の食への関心を高めること
につなげていると考えられる。実際に、園における食育
の特色や工夫として、米の栽培を上げている園が多数あ
った。
以上のように、各園における食育の特色や工夫について
の自由記述の内容について重要キーワードをマッピング
して分析した結果、強い結びつきのある用語をもとに、
多くの園が、園における食育の特色や工夫として挙げて
いる活動や取り組みについて知ることができた。

Ⅴ　まとめ

　近年、わが国では、家庭生活や社会生活の変化によ
り、幼児の食環境が大きく変化してきており、それに伴
い、幼児期においても様々な食生活の課題が生じてきて
いる。食べることは、生きるための基本であり、幼児の
健やかな心身の発達に欠かせないものであるため、食育
基本法や食育推進基本計画において、学校、保育所等に
おける食育の重要性が示された。これを受けて、平成20

年 3月に改訂された幼稚園教育要領では、食育に関する
事項が新たに追加され、幼児期から積極的に食育に取り
組むことになった。そこで、本研究では、食育の担い手
として果たす役割が重要となってきている幼稚園におけ
る食育の実態と課題を明らかにするため、島根県及び鳥
取県のすべての国公私立幼稚園を対象にアンケート調査
を実施したものである。
　 1．各園における食育の年間計画や全体計画また食育
の目標を設定しているのは、いずれも30％台に過ぎなか
った。実際の食育の目標は、平成20年 3月改訂の幼稚園
教育要領の内容を踏まえて分類できる、「健康なからだ・
食習慣の形成」、「食べる喜びや楽しさを味わうこと」、
「食べ物への興味や関心をもつこと」や「食べ物や食に
かかわる人々への感謝の気持ちや命を大切にする気持ち
をもつこと」に関する 4つに大きく分けられ、これらの
中から複数を設定していた。
　 2．園児に対する食育の内容は、多い順にみると「友
だちや先生と一緒に食べることを楽しむこと」、「栽培活
動」、「食べるときの姿勢・マナー」、「好き嫌いをなくす・
減らす」と「調理体験（クッキング）」という結果であり、
実践活動を伴うものが重視されていた。また、その方法
も内容に合わせて「栽培活動」、「調理体験」、「一緒に食
事をする」結果であった。園児に対する食育の内容や方
法としては、栽培活動や調理体験といった幼児が実際に
体験することを通して、楽しみながら食べ物について興
味をもったり、学んだりすることができるものが重視さ
れていると考えられる。そして、子どもたちが保育者や
友だちと一緒に食事をすることも、大切な食育の場であ
ると考えられる。食育の主担当者については、主担当者
が決まっている園が過半数を占めた。食育の主担当は、
「担任教諭」、「副園長・教頭」、「養護教諭」や「調理員」

26 幼稚園における食育の実態と課題



4）独立行政法人日本スポーツ振興センター（2010）「児
童生徒の食生活等実態調査」、pp.301～302．

5）内閣府（2005）「食育基本法」．
6）内閣府（2006）「食育推進基本計画」．
7）文部科学省（2008）「幼稚園教育要領」．
8）山口規容子、水野清子（2006）『新育児にかかわる
人のための小児栄養学』、診断と治療社、pp.22～
24．

9）西日本新聞社「食  くらし」取材班（2004）『食卓
の向こう側①②』、日本西新聞社．

10）古谷千絵（2007）『食育現場からのメッセージ』、ぎょ
うせい、PP.21～22．

11）足立己幸、巻野悟郞（1991）『乳幼児からの食事学
―心とからだを育てる』、有斐閣、pp.126～128．

12）三輪聖子、小川宣子（2007）「岐阜県における幼児
の食育実態調査と食育推進活動の実践例」、岐阜女
子大学紀要、36巻、pp.105～114．

ようになった。ただ、食育の全体計画や年間計画の策定
や食育の目標の設定など根幹の部分が未整備であるな
ど、実践先行型で進められていた。また、食育を進める
推進力である職員の研修についても、十分になされてい
ないなど、食育を進める体制をさらに整備することが早
急に求めることである。
　本研究にご協力くださいました、島根県及び鳥取県の
全ての国公私立幼稚園の先生方に深く感謝いたします。
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